
1989年 発 掘 調 査 地 一 覧 表  ※本書に未収録
還 跡 。

調査次数
調査地区 面  積 調査期間 調  査  地 所有者等 備  考

藤原宮
58-16 6AJQ―E 132雷 89  1  7

～89  1 3ユ
橿原市醍醐町 146-10 大西君子 住宅新築

58-17 6AJH一 U 3つ 雷
89  2  6
～89  2 14 橿原市上飛騨町 橿原市 墓地拡張

58-18 6A」
F
―RoS・ T 32nf 89  1 31

^ツ 89  2 20 橿原市高殿町
・醍醐町 橿原市 下水道敷設

58-19 6AJH一Q 69nf 89  2 27
～89  3 3 橿原市四分町 橿原市 下水道敷設

58-20 6 ANIF―B 900雷
２

４

３

ａ

靴

”
橿原市南山町 橿原市 道路建設

58-21 6郷パア」―Q 25 fr
89  3 13
～89  3 15 橿原市木殿町下八反

田 3 森田政雄 駐車場造成

58-22 6AJH―S 82雷 89  3 24
^ツ89  3 27

橿原市上飛騨町63-5 橿原市 下水道敷設

6AJF― DoL 110004f 87 12 18ハψ89  5 22 橿原市高殿町鯨町
356他 国 計画調査

6AJP― P 1,086=正
89  5  5
～89  7 19 橿原市醍醐町

333-1 岩城新久 店舗新築

6AJH― RoS 2,5004f 89  7  3
～89 10 11 橿原市高殿町

7 橿原市 宅地造成

60-1 6A」 P―T 24雷 89  4. 3
～89  4  5

橿原市醍醐町 219-3 小田浩鎗 住宅新築

60-2 6AJJ― B 29rド
89  4 10
～89  4 12 橿原市醍醐町

115-3 国澤英明 住宅新築

60-3 6Ah」R―R 529雷 89  5 8バV89  6 27 橿原市栄和町 関西電力 変電所新設

60-4 6A」 C―E 38ゴ 89  5 10 橿原市下八釣町 橿原市 道路新設

60-5 6AJP― T 36fr
‐６

＆

５

凱

靴

一
橿原市醍醐町 219 多田勝男 住宅新築

60-6 6AJN―K 220nf
２３

ａ

５

ａ

８９

”
橿原市膳夫町中ノ町6629 藤田忠三 住宅新築

60-7 6AJM―E・ F 96=ド
７

ａ

６

凱

統

¨
橿原市飛騨町61-1他 橿原市 道路整備

60-8 6A」 M―C 714aF 89  7  1-39  8 11 橿原市四分町 253-1 木下熊次郎 住宅新築

60-9 6Aヽ Cヽ―H 80 nf
７

＆

８

凱

ｍ

”
橿原市木之本町29-1 中島貞義 住宅新築

60-10 6AJL― F 600ポ 89  8 28
～89  9 30 橿原市四分町

298他 橿原市 団地建替

60-11 6AJP― U 130 Hf
89 10 12
-89 10 13 橿原市醍醐町 186-2 森川喜八郎 住宅新築

60-12 6AJJ―A 60rr 89 10 5
～89 10 12 橿原市醍醐町

120-6他 堀内太郎 住宅新築

60-13 6A」 L―C 100雷 89 10 16-89 10 23 橿原市縄手町397-3 竹林忠太郎 住宅新築

60-14 6A」 M―E 140ぽ 89 12 11-90  1 10 橿原市飛騨町61-1他 橿原市 宅地造成

※
60-15 6AJL― F 190ド 90  1 16

-90  1.31 橿原市四分町
298他 橿原市 団地建替

※
60-16 6A」M A 70rド

90  1 12
-90  1 18 橿原市四分町 278-6他 橿原市 下水道敷設

※
60-17 6刈v眈―P 807∬ 90  1 18

～90  3 26
橿原市南山町 490他 橿原市 道路建設

※
60-18 6AJJ―A 8ポ 90  2  6 橿原市醍醐町 117-6 河原田久 住宅改築
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調査地区 面  積 調査期間 調  査  地 所有者等 備  考

※
60-19 6A」 Q―

E 90雷 90  3 20 橿原市醍醐町 151-1 大西君子 住宅新築

※
60-20 6A」 H― P・ G

230 aF
90  3 22

橿原市飛騨町 橿原市 下水道敷設

山田道
第 1次
6AMC一 N・U 1,260 nf 88 12 12

～89  4  6 高市郡明日香村奥山 奈良県 道路拡幅

山田道 ※
第 2次

6 ANIC―U
6AAII―F 940ポ

90  1  6
-90  4  7 高市郡明日香村奥山 奈良県 道路拡幅

川原寺
1988-2次 6BKH― E 25■ド

89  1 10
～89  1 17 高市郡明

日香村川原 大字川原
管理組合

道路改修

飛鳥寺
1989-1次 5BAS― A 3,9雷 89  7  5 高市郡明日香村飛鳥 656 西井保司 住宅改築

飛鳥寺
1989-2次 5BAS― B 100雷

89 10 24
～89 11 10 高市郡明

日香村飛鳥 132 豊田正明 住宅改築

飛鳥寺
1989-3次 5BAS― A 15ポ

89 11 13
～89 11 16

高市郡明日香村飛鳥
653・ 654

喜田正己 住宅改築

飛鳥寺 ※
1989-4次 5BAS一 B 15だ 90  2  5 高市郡明日香村飛鳥 豊田善司 道路改修

飛鳥寺 ※
1989-5次 5BAS― E 12雷

90  2 26
-90  2 27 高市郡明日香村飛鳥 623 島田康知 住宅改築

本薬師寺
1989-1次 6 BAlfY― C 17r 89  8 21-89  8 23 橿原市城殿町278-2 前田三治 車庫新築

奥山久米寺
1989-1次 5BOQ― I 170∬

89  8 29
～89 10 16

高市郡明日香村奥山
650。 651

大字共有地 庫裡改築

山田寺
第 7次
5BYD一 N 1,150雷

89 10 12
^ψ 90  2 22 桜井市山田 国有地 学術調査

1 本書は、奈良国立文化財研究所飛鳥藤原宮跡発掘調査部が、1989年 4月 から同年12月 までに行った藤
原宮跡 ,藤原京跡および飛鳥地域の発掘調査の概要報告である。1988年度の調査で未報告分について

は本書に収録した。各調査報告の執筆は、原則として各現場の発掘担当者が行った。

2 発掘調査地一覧表には、1989年度の調査地をすべて示すとともに、本書に収録した1988年度の調査地
を再録した。なお、寺院跡の調査については、各寺院で年度毎の通し番号を次数としてつけることと

する。またその中で主な調査については、別の調査次数を合わせて与える。例 :和田廃寺 3次 (和田廃

寺1986-1次 )

3 発掘遺構図に用いた座標値は、平面直角座標系第Ⅵ座標系による座標値であり、遺構図では「―J符
号を省略している。高さはすべて海抜高で示す。

4.本文中では『飛鳥 。藤原宮発掘調査報告』を『報告』、『飛鳥 。藤原宮発掘調査概報』を『概報』と
省略した。

5 遺構図には、個々に遺跡あるいは大地区割りごとの一連番号を付け、番号の前に、SA(築地・塀)、
SB(建物)、 SC(回廊)、 SD(溝 。濠)、 SE(井戸)、 SF(道路)、 SK(土坑)、 SS(足場)、 SX
(その他)、 などの分類記号を付けた。遺構番号には仮番号で示したものがある。

6 7世紀の土器の時期区分は飛鳥 I～ Vと 表す。詳しくは『報告Ⅱ』p.92～ 100を参照されたい。
7 第60-3次調査では、天理参考館の金原工明氏に弥生時代の水田の花粉分析を依頼した。その成果に
ついて金原氏に報告していただいた。

表紙カット :藤原宮第58次調査出土人面墨書木製品
裏表紙カット:山田寺第 7次調査出土墨書土器
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